
下 古 代 吉 備 国 探 訪 一
平成 Iタノゴガ 5″

備 陽 史 探 訪 の 会  古 墳 研 究 部 会





吉備の吉彙めごリ
ご″z″で3ぇてぉうP′

今回′
r吉
篤」の盲遺t十 にヾこ上記き急に参加の管さん。こんにもはアP

備ヽJと言ぇボ備中国分寺跡の五菫塔たはじめ′凱・1年山のわのEj輛

オ後円環など百代にお、oて。畿内の事踊と同じくう、、の力と青ち′繁来■した
゛
1汽苗儡■目

"のイメ‐プバ丼なんでくることでしふう。

いでヽ今日は,｀罰代高備王国
・
と時lJk3このと。婁f票に見ユ)がら。よ～く

こたてみょぅと轟もヽます。

ヒ″ゴ″とば案こょぅと思ぃきす。

7そぉ、④ぃっ゙帷た7・ 。どこひ

・
(33).出

そして,こぇる薦ントとここ′

ヒ″」だ
°
と電何ぞしょうな

巧
■′

安 1`

=

9    2p_

、日後南部

a
小 田川

′   9.c.

為ノ図 1言亀の主口 く図ャ冴音ぅは離ふだせん〉

○



・雄 71。れが広 71④なにと
゛
耐 7

④どゝごうに
゛
んなιP″′の要語の顔丈まとごとめたこのゼ|

にご役に立っ3見本なのず魂

′⑤なご崎 7,″

物手とごとめ3時

::瀑義 :1像  万墳|ご絲 難 ,庭の■
人辻な墓と。そЙ∠晨ほの移に作5ことがでした扇摯t多(杖 こ々でのために

歯bことダゼした奸パとЪ項日試 と軌ゼ`、こので■でとで′れ前の

時代1雛Lコ寺
`こ

と義ぎ、き魂
主れらの説明ね友のように

漱生奸だ ガtiわりご5

層むめ商掬

なた
いこ(中期)

養わソご3これ詢)

払 211:'1してくだ
｀
さv、。

e世ォこごも

夕ど流Fご5

盤 おご5

基ど乗ごご
｀
こ

ノヨ轟詠°発縄 鯨ルヽ

ギバ
｀
ソ山百墳など

作山凛墳・壺L百墳など

ｒ

ｌ

ｌ

′

ｆ

ｌ

ｌ

ｌ

ｋ

だ一町
一項
斗
層

籠用繭 豪。江』詭頭姥ヽ

鷺″猪代盲備王国L口執ど。この頭なので■

次に,0の どこで
｀
%櫻た 7″てヽ■

為,図 2見てくだ亡、、。本来,鷺備」とご|ずれなぬ,或|す′義の凋ム黒
社広島振の東子奔13んだ`どのなので税(訂Ъ.筋前・競す。痛僑・力,)
ヽわ今日|ま′精に傷申廂奔とめく

゛
りせ現走夕どおり:霧Lの中'ヾゼ克
0



e番目l古。だれだ PAa7″です。

言ガさなく′毒蹟に膚話だ葬3Й乙、3友こふたこのはあだ乱。ですょら′
盤L山百墳とぃう。e“2以上の人きなお墓でこ.一挙の議9塁如」ゎれらなぃダ■

湯己′警記とへ鱗堤数こと言ぅ、京難寺だに津3漱たノ設書のマに

,t■箱J。豪麟L鏑だぃくフ久ムてきさ魂
刑,もこ(さ

=っ
ゎや日猥ぼ)と、、う人だわ代表で魂

級じズなど歴文書に名前と成したの友7れ lt笈 3だ 当ロザの畿内の考カ

ノこ対とで,反証乏全てたり〕走二ただ。ガリ′盲茄J感訳 の有ヵ豪浅∩すで・

ご′唯■腕重よ越爵フーー れ島 ち確、、一一:議なたので■

夕を目のなにと“賜′t?ちこっぃては′れそゝの盲靖●説明に絆魂

わ辛田大最苗墳(やたおぉっ友/菌締真備町)

発風許口丈通■靖

0芭墳時代
`御

執
°まヨ惑クれの円疲
(東南静に尋寝弱Lこ音や)
・道■嗜叡籍で理輪ぁり。
・両そで式Ⅲ晏i試石望
藍/ア先′申3仇′高3悦 )

。百室内に細丑葡棺′織

・壽品一―頌点許柄頭・黒黒Iなど

③



希回

箭
呼

わ喜山瑳菫赤0麟囀/森た市二軒わ
。J燎生鮮利電終ゎりごЬ

銀́約知たの前ら後円形(′ )の員彗詳
・†貴部に1こ★式1主 t中に″刀・鎖鏃・玉,鏡 )
・
.周囲にね余基の埋葬島り
・猥ず遷諄賢殊嘉管(宮山型)拭ム..

高山二誅碩基群)

④

嘉今回



祐6図
鳳日前境
(/)

高 梁 l:1分 it

嘉∠図

包競

③

一一
　

　

ト

づ



″)1■■墳 は ,)ゃ患/鵜社市三須吟
・横 輔 糊

鎌゙きさ∂∠たの前ら後円墳。3殺妻成で垣輪震めごヽ
・内部施設など噂下明

ヽ
ま

き
`戸

バ
／

嘉7回  江崎 薔墳

戸)シェ造 壷墳 (漱斃/総掛 上林)
・盲墳哺静晰負襲
・誉l夕島3の前方イ負由j::
。両そで式の積輝tttL(霊だ悦′中&`ん )
・くりぬ
=葛
aれ石福

θ融葬品――頻ミ番′鋭′武基′′豪`玉類

④



_奮 …

|

嘉『図せうとり満墳

7)うど,鵜墳礁喬上林)
。苗療戦 後転
・銀約加却前おイ豊日療
・さ投執
・両な式横欠熱主

鎌レアi10先高tat)
・〈リルSt式表形■棺ヒ
由箱・職

・昌J手品―T頌薫器上野嘉・

期涵預・課・I換をヽ

②

新鳳



:葛硼凱競

3投棄成で礎輪ふで
｀
3

丸)赫
　
晴

田

　

後

人
　
”／

一輛　鶴

〉̈
　
囀獄
憮

さ

フ
　
』下
　
れ
　
・ヽヽこ‐

③



嘉〃図
鳳日あア聾12)

嘉0図 1餞趨議ホ

フD楯実鼠詠 t■_てっ
=/塩
1群矢部)

°縫 ぼ寺子tの斥重`hりざIЬ
・径約偽発の円血①南ユLJ歌静
:ヤ責に本友く(雄 )′ 埼怒言ぁり
。融れ ―鍮′羹

②



第/3図 扇融∩竃義(3)

為み図が ,罰囀墳

雨)ZFもや,ム苗員(おあプ田鵡F東辱1)
・菫環彙く義幾
・宝最だタルの月J'うイ費目遺
・3毅親 ′義あひ
¬自静施設など噂子唄

④



さて′⑤のなぜ
‐

"り

7々です。

どう演 ′≒ゴ撫Ja党でこれほどの臨 藪霊ホニのでしふら九7

偽
^理
由な3えふミ患す。

わ意とよりのある予野のため′成 的に~つになりですよ」L.

ゎ鰺 療・鉄望品の叢鏡式ぁった。
″)」孟磁通のritt黒品)生産の中1ぜでぁった。

局終社晋の農業寝力が高なった。

難 のあょうごん″77魂

よ軟轄一経棄じむこと. そ
^ヤ
で堪象′で翌っ持てみて下さ、77

事な霧
く
:::lli艤テ舞颯通議藍

函
だ

ゴξ
紫

▽

N
塾1

~つ
つ

△

曇

0



く 丈 一ｔ 〉

書ぃてぉめ来ミ付、、たこと′ノ3、しごに路ギLとと フフ

〇



襲
写

わたって連なろ

伯
　
備

●

暮群

摯 ^_r,_.,,.‐
―

し倉中処ヘ

‐‐
／

Ｑ
鎌

園
鮮“ダ

風 ,ヽ^_………I、_三丁 _´…_・^″

π
葦守八幡神
節

論

卍

力
月

ダ

―
政
跡
継
新

Ｆ
Ｆ
謂
ご

≧嵩∠棄ご・銃
∫ξ

学i口叫 Fttf句な し計
U 阜石継l珀言rrの

1く丁気彎で
'有
名

ぎ本公城跡ず露
直

t石肇准
‐輩

ゝ 麒
鯉喰崚だ :ノミ

前方後円ナ百

『
寺　ヽ
　ヽ




